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 4 	 P LAY  〉	 彩の国シェイクスピア・シリーズ 第34弾
	         『ヘンリー五世』
 6 	 FESTIVAL 〉	「世界ゴールド祭2018」レポート
 9 	 DANCE 〉	 埼玉県舞踊協会
	         『ダンスセッション2019』
10	 DANCE 〉	 子どもと大人のためのダンス

	         「日本昔ばなしのダンス」
12	 MUSIC 〉	 ピアノ・エトワール・シリーズVol.36 

	 	 レミ・ジュニエ ピアノ・リサイタル

　翻訳、和物、ミュージカル。古典から現代劇まで
縦横無尽に舞台に立つ俳優・木場勝己さんは、俳優
人生の初期に蜷川演出を受け、後期の蜷川作品群で
も活躍するという稀有な経験の持ち主だ。
 「蜷川さんが、劇作家の清水邦夫さんらと旗揚げし
た櫻社の門を叩いたのは22歳、駆け出しもいいと
ころ。当時30代後半の蜷川さんはとても大人の、
仰ぎ見る存在でした。しかも“唐十郎戯曲がやれる”
と噂を聞いて入った櫻社で、いきなり唐さん書き下
ろしの『盲導犬』（1973年）に失踪した先輩の代役
で出ることに。1週間ほどの稽古で舞台に立つとい
う、結構な洗礼を受けました。その時の“盲導犬学
校の先生／男”役を、40年後に同じ蜷川さん演出で
演じたのも面白い経験でしたね」
　だが1974年、蜷川さんの商業演劇進出を劇団員
たちは“裏切り”と糾弾し櫻社は解散してしまう。
 「再び蜷川さんと仕事をしたのは解散から21年後。
再会後のほうが数多く仕事をご一緒したけれど、実
はじっくり語り合うようなことは稽古でもそれ以外
でもなかった。ダメ出しすらされないんですよ、怒
られれば議論に持ち込むタイプなのに（笑）。話せ
ばきっと櫻社時代に吐き出しきれなかった、互いの
“過ち”を開示せざるを得なかった。それはあまりに
大変だから、言葉ではなく芝居をやり切ることが僕
にできる精一杯のアピールだったし、蜷川さんもそ

れを受け入れてくれていたのかも知れないですね。
それに二人とも普段は結構シャイで、恥ずかしいこ
とは避けていたから（笑）」
　ト書きにない場面も退場せず舞台上に居続ける、
演出で指示された位置で演技をしないなど、盛んに
“仕掛ける”木場さんを、実は蜷川さんは楽しんでい
たのではないか、と思えて来る。
 「俳優が自分で考えた芝居を自由にできる、存分に
暴れられるのが僕にとっての蜷川作品。全員ビシッ
と蜷川さんに従うのが当然の稽古場で、型破りをし
てそれが認められたなら、他の俳優さんたちももっ
と自由にやれるのではと思ったりもしたけれど、皆
さんには迷惑としか思われなかったかなぁ……。年
を重ね、見た目が大して変わらなくなってからも櫻
社時代の、大人に反発したり悪戯を仕掛けたりする
小僧のような感覚が、蜷川さんに対してはずっと抜
けなかったのかもしれない。互いの傷や過ちには触
れないようにしながら、ね」
 「2014年、さいたまゴールド・シアターで上演した

『鴉
からす

よ、おれたちは弾
た ま

丸をこめる』が、現代人劇場で
の初演より時代を映す生々しさがとても良くて。楽
屋で蜷川さんに“才能あるんじゃないですか！ ”っ
て言ったら頭をはたかれた」と笑いながら言う木場
さんの後ろに、イキの良過ぎる後輩に目を細める嬉
し気な蜷川さんが見えた気がした。

C O N T E N T S

編集◎川添史子、榊原律子　表紙画◎波多野光　デザイン◎GOAT
©公益財団法人埼玉県芸術文化振興財団 Published on 1. Dec. 2018 All Rights Reserved by Saitama Arts Foundation
※掲載情報は、2018年11月15日現在のものです。公演は追加および一部変更される場合がありますので、ご了承ください。

『海辺のカフカ』ナカタ役木場勝己　Photo◎渡部孝弘
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櫻社を経て、斜光社、秘法零
番館を結成。その後、tpt、こ
まつ座、蜷川作品などに出演
し、映画・ドラマなどでも活躍。
現在『民衆の敵』に出演中。
2019年『海辺のカフカ』再
演に出演予定。

取材・文◉尾上そら（ライター）

Photo◎HIRO KIMURA

木場勝己

14	 MUSIC 〉	 アリーナ・イブラギモヴァ＆セドリック・ティベルギアン 
	 	 デュオ・リサイタル
16	 MUSIC 〉	 彩の国さいたま芸術劇場シリーズ企画 「次代へ伝えたい名曲」第14回 
	 	 清水和音 ピアノ・リサイタル
18	 REV I EW

20	 イベントカレンダー／チケットインフォメーション／彩の国シネマスタジオ

23	 I N FORM AT I ON

24	 COLUMN 〉林家彦いちの〝一歩外へ〟

彩の国シェイクスピア・シリーズ 第34弾

『ヘンリー五世』
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追加公演チケット発売日　一般 12.16（日）　メンバーズ 12.15（土）

　今回の舞台の幕が開くころには、『ヘンリー四世』から５年以上の時
間が経ったことになります。ハル王子からヘンリー五世への成長はも
ちろんですが、今回の舞台ではその年月分、僕自身の俳優としての成
長も、お客様にお届けせねばと思っています。そして、一国一城の主
になったヘンリー五世としての風格や貫禄、美しい佇まいを舞台上で
表現できるよう、必死で稽古したいです。
　『ヘンリー四世』の稽古初日に、蜷川さんがいきなり「よし！　立っ
てやるか！」と仰った言葉は今でも忘れられません。初日はまず本読
みだと思い込んでいたため、いついかなるときでも準備をしっかりし
て挑まないといけない！と勉強になりました。蜷川さんは非常に厳
しい方だというイメージを持っていたので、「カンパニーの方たちも
そういう雰囲気かな」と勝手ながら思っていました。しかしいざ稽古
が始まってみると、皆さん器が大きく、優しい方たちばかり。発声の
仕方など、一朝一夕では真似できない皆さんの技術力にも圧倒されま
した。特にハル王子の父・ヘンリー四世を演じられた木場勝己さんは、
自分のセリフを言うタイミングを忘れてしまうほど、心地良いステキ
な声をされていて、強く印象に残っています。
　今回楽しみにしていることは、まず演出家としての吉田鋼太郎さん
にお会いすること。蜷川さんのように厳しいのか、仏のように優しい
のか、またはエキセントリックなのか……。緊張もしますが、ワクワ
クしています。あと、また「ご飯に連れて行ってくださるのかな〜」と
期待してます（笑）。鋼太郎さんが意識的にされるかどうかは分かりま
せんが、作品のどこかに、長年のシリーズファンの方々が蜷川さんの
“イズム”のようなものを感じ取る瞬間が、きっとあると思います。彩
の国シェイクスピア・シリーズ最新作に、どうぞご期待ください。

P L A Y

吉田鋼太郎
Kohtaloh Yoshida

俳優・演出家。1997年に劇団AUNを旗揚げ。蜷
川幸雄演出のシェイクスピア劇に多数出演しており、

「彩の国シェイクスピア・シリーズ」２代目芸術監督
に就任。主な出演作に『ヘンリー四世』（芸術選奨
文部科学大臣賞 演劇部門受賞）、『ムサシ』、『カッ
コーの巣の上で』、『海をゆく者』、『NINAGAWA・マ
クベス』、『アテネのタイモン』、『シラノ・ド・ベルジュ
ラック』など。

松坂桃李
Tori Matsuzaka

2009年『侍戦隊シンケンジャー』で俳優デビュー。
主な出演舞台に『ヘンリー４世』、『娼年』、『マクガ
ワン・トリロジー』など。2017年に映画「彼女がそ
の名を知らない鳥たち」にて第39回ヨコハマ映画
祭助演男優賞を受賞。2018 年に第10回TAMA
映画祭最優秀男優賞を受賞。来年、映画「居眠り
磐音」「蜜蜂と遠雷」の公開を控える。

彩の国シェイクスピア・シリーズ 第34弾

ヘンリー五世
彩の国シェイクスピア・シリーズ最新作は、
2013年に上演された『ヘンリー四世』のその後を描く続編『ヘンリー五世』！　
主演は『ヘンリー四世』でハル王子を演じた松坂桃李。
演出は、芸術監督に就任し、見事に『アテネのタイモン』を成功に導いた吉田鋼太郎だ。
主演俳優と演出家に、話題作の見どころを聞いた。

Photo◉HIRO KIMURA

『ヘンリー四世』に連なる世界が広がる

吉田鋼太郎
In t e r v i e w

取材・文◉上野紀子（演劇ライター）

松坂桃李
In t e r v i e w

取材・文◉川添史子

　2013年に上演された『ヘンリー四世』は、蜷川さんがとても気に
入っていた舞台です。松坂桃李君が初めてシェイクスピアに挑戦した
作品で、僕も肉襦袢を着けてフォルスタッフに扮し、とても楽しかっ
た記憶があります。あの時の放蕩者ハル王子が、後に名君へと変貌
を遂げて展開する物語、それが今回の『ヘンリー五世』。つまり『ヘン
リー四世』の続編のような位置づけで、あの舞台の経験が今回の僕の
演出において、非常に心の支えになっていますね。この二作のつなが
りは意識してつくっていきたいと思っています。松坂君も「『ヘンリー
五世』をやるなら、僕がやりたい」と申し出てくれました。この間の彼
の成長と、その意気込みをぜひ見せてもらおうと思っています。
　本作は、イギリス国家の危機的状況のなか、国民の戦意高揚を目的
に上演されたと言われる戦争劇ですが、そこに描かれるのは、やはり
死ななければならないのは最前線で戦う庶民であり、悲しむのはその
人たちの家族だという事実。戦争への非難、さらに現代に重なる構図
も感じられます。登場人物が実に多彩で、次から次へといろんな人物
が入れ替わり立ち替わり現れる。ほんの一瞬出てそれだけ、といった
役柄もあって、俳優への負担が非常に大きい芝居でもあります。俳優
陣には彩の国シェイクスピア・シリーズに初参加の人も意図的に集め、
芸達者を揃えました。（『ヴェローナの二紳士』に出演した）溝端淳平
君も松坂君と同様、シェイクスピアに取り憑かれた一人です。今回は
きっちりとセリフをしゃべるという課題に全力で取り組んでもらいた
い。横田栄司君にとっては今回の役柄はきっと簡単にやってしまえる
でしょう。だからこそ、その上をいく頑張りを期待したい。中河内雅
貴君は非常に生きがよく、猥雑なエネルギーを持った役者です。ピス
トルという大役を任せて、シェイクスピアの沼にどっぷりと引き込み
たい。河内大和君は的確な役作りのできる、とにかく巧い役者です。
この機会にもっと世間に彼の存在を認知させたいですね。
　そして今回、僕はコーラスという説明役を演じます。淡々と進みが
ちな物語のアクセントとして登場する、場の雰囲気を変える役割で
す。観客とのやりとりが重要なので、ある程度熟練した俳優がやらな
ければいけない役なんですね。僕は25歳の時、イギリスでケネス・
ブラナーの『ヘンリー五世』を観たんですが、一番印象に残っていた
のはその説明役の俳優さんでした。もう圧巻の存在感で、すべてをさ
らっていっていた。だから僕も全部さらっていってやろうと……とい
うのは冗談です（笑）。でも単なる説明役じゃない、『ヘンリー四世』か
らの流れを汲む工夫を施しています。そこはきっとお楽しみいただけ
ると思いますので、ぜひご期待いただきたいと思います。

S T O R Y
父王の死とともに王位についたハル王子
は、ついにフランスへの遠征を決意。劣
勢だったアジンコートの戦いでも勝利し、
講和条約に調印するとともに、フランス王
の娘キャサリンとも結ばれる。英仏の和平
が実現し、ヘンリーはフランス王位の継承
者であることを宣言する。

彩の国シェイクスピア・シリーズ	第34弾
『ヘンリー五世』

2019年 2.8（金）～24（日）〈全20回〉　彩の国さいたま芸術劇場 大ホール
［作］W.シェイクスピア　［翻訳］松岡和子
［演出］吉田鋼太郎（彩の国シェイクスピア・シリーズ芸術監督）
［出演］松坂桃李
 吉田鋼太郎  溝端淳平  横田栄司  中河内雅貴  河内大和 ほか

チケット（税込） 一般 S席9,500円  A席7,500円  B席5,500円／U-25＊（B席対象）2,000円
メンバーズ S席8,600円  A席6,800円  B席5,000円
＊U-25チケットは公演時、25歳以下の方が対象です。入場時に身分証明書をご提示ください。

※関連プログラム（要事前申込）あり。☞ 詳細はP.23

※2019年2月11日（月・祝）18:30 の回追加公演決定。 ☞ 詳細はP.23

※当日券あり。詳細は後日財団HPにてお知らせいたします。

2019年 2.11（月・祝）18:30 追加公演決定！

●＝追加公演　●＝さいたまアーツシアター・ライヴ！！ 開催日　★＝映像収録のため場内にカメラを設置します
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FESTIVAL

　今秋、９月22日から10月８日の約２週
間、埼玉県と埼玉県芸術文化振興財団によ
る高齢者舞台芸術の祭典「世界ゴールド祭
2018」が、彩の国さいたま芸術劇場を主
会場に開催された。国内初となる、世界か
ら高齢者が集うユニークな祭典をレポート
する。
　まずは海外から、ヨーロッパを代表する
ダンス専門劇場、英国サドラーズ・ウェル
ズ劇場の高齢者ダンスカンパニー「カン
パニー・オブ・エルダーズ」によるダンス
公演『新作2018トリプルビル』が開幕を
飾った。古典インド舞踊出身のシータ・パ
テール、カラフルで軽やかなエイドリア
ン・ハート、ヒップホップ界の世界的なダ
ンサーのディクソン・ンビといった、作風
の違う振付家による3作品を上演。ゆっく
りと手を伸ばす、音楽に合わせて身体を揺
らすなど、何気ない動きに年齢を重ねた身
体の味わいが加わり、その一つひとつが美
しく目を見張るものだった。

　シンガポールからやって来たのは、地域
生活に根ざし、高齢者の心情を映した演劇
をつくる「グロウワーズ・ドラマ・グルー
プ」による『カンポン・チュンプダ（チュン
プダの村）』。舞台は60年代、新興住宅へ
の移住を迫られる老人たちの村。古い生
活様式の不便さ、それゆえの豊かさ、押し
寄せる時代の波……消えてゆくコミュニ
ティーに暮らす高齢者を活写した、ユーモ
アと哀しさと温もりのある芝居であった。
多民族国家シンガポールの特色を反映した
多言語上演で、滅びつつある、中国の方言
なども意識的に使用しているとか。
　10年近い活動歴のある高齢者ダンスグ
ループ、オーストラリアのタスマニアを拠
点に活動する「マチュア・アーティスト・ダ
ンス・エクスペリエンス」は、世界的に有名
な振付家グレアム・マーフィーによる代表
作『フロック（ドレス）』を上演。一人の老
女性が思い出のドレスについて回想すると

いう構成で、人生の輝きや苦さを詩的な言
葉とダンスで綴っていく。振付家と出演者
が参加したアフタートークでは、認知症の
祖父を持つという観客が「祖父の様子に悲
しい気持ちになることもあるが、この作品
を観ていると、歳をとることは自由になる
ことだと思えた」と感謝を伝えた場面も印
象的だった。
　期間中には、国内外のアーティストが参
加してのシンポジウム、ワークショップ、
交流会なども開催。各国の先進的な取り組
みに触れる貴重な機会となった。

「さいたまゴールド・シアター」の挑戦

　「世界ゴールド祭2018」では、彩の国
さいたま芸術劇場の高齢者演劇集団「さい
たまゴールド・シアター」とのコラボレー
ションによる２つの作品も誕生した。

「世界ゴールド祭
2018」レポート　

取材・文◉川添史
子　Photo◉宮川舞子

国内初、エネルギッ
シュな高齢者の祭

典！

ゴールド・アーツ・クラブ×ノゾエ征爾『病は気から』

マチュア・アーティスト・ダンス・エクスペリエンス『フロック（ドレス）』

グロウワーズ・ドラマ・グループ 
『カンポン・チュンプダ（チュンプダの村）』

サドラーズ・ウェルズ劇場 カンパニー・オブ・エルダーズ 『新作2018 トリプルビル』

さいたまゴールド・シアター×デービッド・スレイター『BED』
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真っ赤な幕が開き、ものすごい人数の出演
者によって舞台が埋め尽くされている冒頭
から、観客は度肝を抜かれただろう。金、
恋、名誉……さまざまな欲が織り込まれた
セリフを老人たちが語ると、どこか生々し
くエネルギーが満ちる。そんな欲望渦巻く
人生も、大きなベッドをかたどった美術の
上で紡がれると、「あらゆるものを手に入
れても、どうせ人間はいつかベッドの上で
死ぬ」というブラックユーモアにも感じら
れる。“愛と現実”、“生と死”を内包したパ
ワフルな人生喜劇に、客席から喝采が送ら
れた。

＊
　元気に自己表現を楽しみ、人生を謳歌す
る老人たちの芸術に触れ、“老いのリハー
サル”をさせてもらったような気分。「想
像より、老いることは楽しいかも」なんて
気持ちにさせられた、新しい感覚を知った
数週間だった。

　まずは、ロンドン南東地域に根付いた活
動を長年続けている芸術団体「エンテレ
キー・アーツ」のアーティスティック・ディ
レクター、デービッド・スレイターの演出
作『BED』だ。与野本町と大宮の駅前に３
台のベッドが突如出現。出演者は路上に並
んだベッドに横たわる老人だ。戦争体験な
どを積極的に話す人、自分の世界に閉じこ
もって黙っている人、普通におしゃべりす
るけれど、ふと亡くなった夫の思い出に思
考がとらわれて会話が続かない人――各々
が違う背景を背負い、語るべきストーリー
を持っている。話しかけたり、遠巻きに眺
めたり、通りすがりの街の人たちの反応が
高齢者への社会的な態度に重なって見えた
りと、示唆的で奥深いアート作品だった。
　観客が浦和の商店街を歩きながら物語を
読み解いていく『よみちにひはくれない』
を演出したのは、俳優・介護福祉士の菅原
直樹。登場人物は、挫折して20年ぶりに

故郷に帰ってきた若者と認知症の老人だ。
実際の街の風景に二人の記憶が重なり、現
在と過去、フィクションとノンフィクショ
ンの境目が曖昧になっていく“徘徊演劇”
のゴールは、味のある古い薬局。老いた者
が若い人の背中をさりげなく押す場に偶然
居合わせたような、そのリアルさに胸を打
たれた。

総勢 7 3 8人による演劇作品　

　60歳以上を対象とした彩の国さいた
ま芸術劇場の芸術クラブ活動「ゴールド・
アーツ・クラブ」による舞台も上演された。
1月からワークショップを重ねてきたメ
ンバーが、ノゾエ征爾（脚本・演出）指揮に
より、モリエールの戯曲『病は気から』を
元にした作品に挑戦。総勢738人の出演
者は月組と太陽組の２組に分かれ、各チー
ムの個性が光る２バージョンが誕生した。

「世界ゴールド祭20
18」レポート

さいたまゴールド・シアター×菅原直樹
徘徊演劇『よみちにひはくれない』浦和バージョン

篠原聖一振付『Channel』（2017年） ©STAFF TESS
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　1967年に設立された埼玉県舞踊協会は
埼玉県内のバレエ・モダンダンスの普及発
展と会員舞踊家自身の研究向上、次代の舞
踊家育成を目的とする。「ダンスセッショ
ン2019」はオーディションメンバーが出
演する公演で、テロ・サーリネン（2014
年）、瀬山亜津咲＆ファビアン・プリオヴィ
ル（2017年）、篠原聖一（2017年）ら著名
かつ実力派の振付家を招いて協同作業を
行ってきた。2年ぶりとなる「ダンスセッ
ション2019」も充実の内容だ。
　アレクサンドル・ミシューチン振付『フ
ローラの目覚め』では、1894年にリッカ
ルド・ドリゴ作曲、マリウス・プティパ／レ
フ・イワーノフ振付により初演されたロシ
ア・バレエの名品が今に蘇える。古代の神
話に基づく明るく抒情的なバレエで、春の
女神フローラと西風の神ゼフィールを中心

に神々たちとアンサンブルが、華やかな舞
踊絵巻を繰り広げていく。ミシューチンは
国内外で『クレオパトラ』、『アルレキナー
ダ』等のロシア・バレエの再現に力を注ぐ
だけに原典の香りを堪能させてくれるだろ
う。タイトル・ロールにはゲストを予定し、
ゼフィールには端麗な踊りを持ち味とする
浅田良和を迎える。
　国内外で精力的に活躍する平山素子
の新作『Three-in-one』にも注目したい。

『Three-in-one』のタイトルからキリスト
教の三位一体を想起するかもしれないが関
係なく、平山によると「“3つのものが1つ
になる”ということ」だという。平山は30
名近い出演者に対し「3つの循環たとえば
心・技・体、ヨガなら呼吸・体操・瞑想、バレ
エならアンデオール・エレヴァシオン・ア
プロムといった3つのモノのバランスと循
環をそれぞれがどのように設定し、動きに
ルールとして融合させていくか。そしてそ
れを身体を通していかに舞踊表現に落とし
込んでいくか。リサーチを繰り返すことか
らスタートさせたい」とコメント。そして

「創造作業は常に0からスタートすべきだ
と考えていて、ゴールは設定しません。出
演者とともにひたすら走り、進化し続ける
ことを期待しています」と語る。精鋭たち
との協同作業が楽しみだ。

　また同協会が主催する埼玉全国舞踊コン
クールの創作部門第一位作品も上演され、
藤井淳子（第50回）、たけだ有里（第51回）
の創作を披露する。埼玉から全国そして世
界へ──。グローカルな視点からの創造・
発信を続け、世界と交わる同協会の底力を
示すのは間違いない。

チケット販売中

埼玉県舞踊協会
『ダンスセッション2019』

2019年1.27（日）13:00／17:00 
彩の国さいたま芸術劇場 大ホール

［演目］ 
◎アレクサンドル・ミシューチン振付『フローラの目覚め』
◎平山素子振付『Three-in-one』（新作）
◎埼玉全国舞踊コンクール 創作部門 第一位作品
　藤井淳子振付『elastic』
　たけだ有里振付『息もできない夜に蚪（と）ぶ』
チケット（税込） 全席自由  前売5,000円  当日5,500円

［主催］埼玉県舞踊協会　
［提携］彩の国さいたま芸術劇場

【チケットの購入・お問合わせ】
埼玉県舞踊協会（事務局 月・木のみ）
TEL：048-882-7530　FAX：048-882-7549
MAIL：saitama-dance@blue.ocn.ne.jp
※彩の国さいたま芸術劇場SAFチケットセンター窓口でも取扱い中。

埼玉県舞踊協会
『ダンスセッション2019』

文◉高橋森彦（舞踊評論家）

埼玉、全国、そして世界へ！

平山素子　Photo◎白鳥真太郎アレクサンドル・ミシューチン
Photo◎Clarissa Lapolla

瀬山亜津咲＆ファビアン・プリオヴィル振付
『VENUS』（2017年） ©STAFF TESS
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── 今回の「日本昔ばなしのダンス」は、
“アラフォーおんなダンス集団”と銘打っ
たダンスカンパニー「マグナム☆マダム」
の主宰・山口夏絵さんが初演出・振付で参
加されます。
近藤　山口さんのダンスにはコンドルズに
近いものを感じるというか、山口夏絵とい
う一つのジャンルみたいな感じなんです。
だから「日本昔ばなしのダンス」で一体ど
んなものをつくってくれるのか、すごく楽
しみ。
山口　ありがたいお言葉です……！

── 近藤さんは『かさじぞう』と『てんぐ
のかくれみの』、山口さんは『つるのおんが
えし』を選ばれましたね。
近藤　『かさじぞう』は、短いオープニング
みたいな構成で考えています。『てんぐの
かくれみの』は、天狗から手に入れた隠れ
みのを使うと透明人間になれちゃうとい
う話。食事を食べると口だけが見える……
なんてくだりがあって、これは興味深いぞ
と。「どう表現したらいいだろう！」って
ワクワクするし、面白い挑戦になる予感が
しました。子どもにとってもきっと、“隠
れみの”はツッコミどころ満載のモチーフ
なんですよ。出演者が目の前にバッチリ
見えてるのに「いないよ、見えないよ〜！」
みたいなお約束も使える。
山口　ドリフでいう「志村、うしろ、うし

ろ〜！」みたいな感じですよね（笑）。

昔ばなしでファッションショー !?

近藤　どうして『つるのおんがえし』を選
んだの？
山口　何をやろうか迷っていた時に、「山
口の作風に合う」と別々のお二方から勧め
られ「これはやるべきかな」と即決しちゃ
いました。物語自体も記憶にありました
し、イメージもポンとわいて。
近藤　へー運命的だったんだね。誰と一緒
にやるの？

で手先がとても器用なんです
よ。「影絵なんかも入れる？」
なんて相談しています。
近藤　影絵なら、ふすまの向こ

うで反物を織ってる鶴をすごく
細〜く表現できるんじゃない？　顔

の部分だけ実寸で、体だけ「ほせー！」み
たいな、色々と遊べそう。
山口　アハハハ、それいいですね！ 『つる
のおんがえし』って、最後がちょっと悲し
い終わり方じゃないですか。見てはいけな
いものを覗いてしまったことに対してバ
チが当たるイメージというか。でも改めて
本を読んでみたら、もっと別の表現ができ
るかもしれないと思って。メッセージを伝
えたい訳でもないので、何か面白い終わら
せ方ができないかなと思っています。

山口　「マグナム☆マダム」でも
一緒にやってくれている稲村はる、宮
内愛、私の３人です。おじいさんとおばあ
さんと人間の姿を借りた鶴ではなく、青年
と鶴の夫婦の物語にしようかと思ってい
ますが、男役もうまい愛ちゃんが青年、器
用なはるちゃんには村の人など複数の役
をやってもらって、無駄に髪が長い私は
……。
近藤　鶴だね！
山口　はい、意味もなく伸ばした髪の毛が
生かせる時がやっときました（笑）。愛ちゃ
んは普段、教員として図工を教えているの

──近藤さんはこのシリーズでさまざまな
作品をつくっていらっしゃいますが、テー
マやメッセージとの距離感は、作品ごとに
違いますね。
近藤　シリーズの初期は「教訓や大事なこ
とを伝えないといけない」なんて思ったけ
ど、最近はそういったこだわりはなくなっ
てきましたね。とにかく面白い題材であれ
ばいいのかなと。今回は、“日本昔ばなし
のファッションショー ”みたいな場面を入
れるっていうアイデアも浮かんでるんだよ
ね。「JIZOU〜〜！」みたいなDJを入れた
りして、地蔵とか、天狗とか、昔ばなし的
にはサイドキャラクターたちがキメながら
キャットウォークしたら面白いかなって。
昔話の登場人物って、誰でも一目見たら分
かるようなキャラクターばっかりでしょ。
山口チームにも協力してもらおうかな。
山口　ぜひ参加したいです！ 
近藤　まぁ今回も、子どもはみんな来ない
といけない舞台になるでしょうね〜。
山口　埼玉の子どもはみんな来ること！
近藤　しかも「私は観に行く」と周囲の友
達に宣言して観に来ること！（笑）

子どもはみんな来るよう
に！

昔ばなしをモチーフにした人気シリーズ最新作。今年はコ
ンドルズ主宰の近藤良平『かさじぞう』『てんぐのかくれみ
の』、初登場・山口夏絵による『つるのおんがえし』が上演
される。アイデア満載で楽しい舞台に、大人もちびっ子も
大盛り上がりの予感……！

取材・文◉川添史子　Photo◉宮川舞子

山口夏絵
やまぐち・なつえ（振付家／ダンサー）

東京・品川生まれ。19歳よりダンスを始め、コンテンポラリー
ダンスに没頭する。宮﨑あおい主演ミュージカル『星の王子
さま』、小林十市主演『モダンタイムス』、矢沢永吉、TUBE
コンサート、びわ湖ホールプロデュースオペラ、NHK紅白歌
合戦等にダンサーとして出演。2010年、ダンスカンパニー

「マグナム☆マダム」結成。全作品の振付、演出を手掛ける。

近藤良平
 こんどう・りょうへい（振付家／ダンサー）

ペルー、チリ、アルゼンチン育ち。男性のみの学ランダンスカ
ンパニー「コンドルズ」主宰。NHK『サラリーマンNEO』内

「テレビサラリーマン体操」、『からだであそぼ』内「こんどうさ
んちのたいそう」などに振付出演。TBS『情熱大陸』出演。
映画『ヤッターマン』振付担当。愛犬家。立教大学などで非
常勤講師も務める。第4回朝日舞台芸術賞寺山修司賞、第
67回芸術選奨文部科学大臣賞、第67回横浜文化賞受賞。

子どもと大人のためのダンス

「日本昔ばなしのダンス」
近藤良平『かさじぞう』『てんぐのかくれみの』
山口夏絵『つるのおんがえし』

チケット販売中

子どもと大人のためのダンス
『日本昔ばなしのダンス』

2019年 2.23（土）・ 24（日）13:00／16:00
彩の国さいたま芸術劇場 大稽古場

［演目］
◎近藤良平振付『かさじぞう』『てんぐのかくれみの』
　出演：鎌倉道彦、藤田善宏、山本光二郎、近藤良平
◎山口夏絵振付『つるのおんがえし』
　出演：稲村はる、宮内 愛、山口夏絵
チケット（税込） 全席自由（整理番号付）　
一般 大人（高校生以上）2,000円　
　　 子ども（3歳以上中学生以下）1,000円
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前半は録音で掘り下げた作曲家
後半は舞曲のプログラム

　今シーズンの「ピアノ・エトワール・シ
リーズ」の最後を飾るレミ・ジュニエは、フ
ランス語の「星」を意味する当シリーズに
相応しいフランスの俊才。1992年生ま
れの彼は、2011年にボンの国際ベートー
ヴェン・ピアノ・コンクールで史上最年少
入賞、2013年のエリザベート王妃国際コ
ンクールで第2位受賞を果たした後、世界
各地で活躍し、ラ・フォル・ジュルネ音楽祭
でもおなじみの存在となっている。
　J. S. バッハ、ベートーヴェン、ショパ
ン、ストラヴィンスキーの作品が並ぶ今回
のプログラムは、バロックから20世紀ま
で時代を順に追っていく内容。スタイルに
合わせて巧みに弾き分ける鋭敏な音楽性が
いかんなく発揮される。
 「前半はCDに録音している作曲家。バッ
ハの作品はその中から選び、ベートーヴェ
ンは新たにステージで演奏する《熱情》ソ
ナタを入れました。そして後半はショパン
とストラヴィンスキーの“舞曲”プログラ
ムです。バランスを考えて、前後半ともに
短い曲と長い曲を組み合わせてもいます」
　バッハのカプリッチョ「最愛の兄の旅立
ちに寄せて」での開始は若干珍しい。
 「最初のCDを録音する際に、弾きたい曲
を選んで良いと言われて、先生と一緒に勉
強したこの曲を入れました。20歳くらい
の若い時に書かれた曲である点が、年齢の
近い今の私に合っていると思います。しか
も凄く好きな曲なのにあまり演奏されな
いので、今回また取り上げることにしまし
た。バロック時代の作品をピアノで弾くの
はいろいろと難しい面もあるのですが、試
行錯誤しながらチャレンジしていますし、

普段よく聴いているチェンバロの演奏から
影響を受けることもあります」

作品とじっくり向き合い
表情の変化を自分でも味わいたい

　2曲目、ベートーヴェンの《熱情》は、
CDに録音した《月光》の次なるステップ
だという。
 「子どもの時からベートーヴェンが好き
で、8歳から《月光》ソナタ、10歳頃から

《熱情》ソナタを勉強しました。その年代
ではもっと短い曲を与えられることが多
いのですが、私は長い曲で様々な要素を学
ぶ方が興味深いし、良いことではないかと
考えたのです。それに《熱情》はケンプや
アラウの録音にも魅了されました。その後
もベートーヴェンはたくさん勉強し、《月
光》のほかに第2、9、31番のソナタをCD
に録音しました。そして今年の9月からは

《熱情》を入れたプログラムを組んでいま
す」
　《熱情》は激情的な難曲だが、ジュニエの
CDの《月光》ソナタの激烈な終楽章など
を聴くと、今回の演奏が楽しみになってく
る。
　後半最初はショパンの《4つのマズルカ》
作品17。ショパンがパリに移って間もな
い時期に書いた、味わい深い曲集だ。
 「私はショパンのマズルカも大好きです
が、全曲の演奏は考えていません。その中
にあって作品17はとりわけ好きな曲集。
第4曲はアンコールでも弾いています」
　最後はストラヴィンスキーの《「ペト
ルーシュカ」からの3楽章》。これも技巧
的難曲だが、彼は「ラ・フォル・ジュルネ 
TOKYO 2018」でもプログラムに入れる

（鮮やかな快演だった）など、演奏に力を注
いでいる。

 「今年2月にナントのラ・フォル・ジュルネ
で弾いて、1年間はこれを弾き続けていこ
うと思いました。そうすると曲が成熟して
表情がいろいろと変わってきます。その変
化を表現し、それを自分でも味わいたいと
考えています」
　今回の演奏はほぼ1年を経た時期ゆえ
に、“成熟”した形が示されることになる。
　ちなみに彼がパリ国立音楽院で学んだ
ブリジット・エンゲラーは、モスクワ音楽
院でスタニスラフ・ネイガウスに師事し、
ジュニエはその後ドイツでロシア人教師に
学んでもいるので、ロシア音楽は身近な存
在である。

若きスター・ピアニストは
趣味も多彩

　ところで彼は5回のラ・フォル・ジュル
ネを含めて6回来日しており、日本各地を
回るだけでなく、京都近郊で短期のホーム
ステイをしたこともあるという。
 「日本は非常に綺麗ですよね。パリに比べ
てもそうです。いろいろな計画がきちんと
決められていますし、皆さんとても感じが
良くて、心地よく過ごさせていただいてい
ます。それに自然が美しい。宮島や京都の
早朝の山の情景は素晴らしかったですね」
　さらにはオフステージの趣味も多彩だ。
 「ヨットが好きで、地中海などをセーリン
グします。スキーや水泳、太極拳などのス
ポーツもしますし、映画も観ます。科学も
好きですね。でもピアノに触れる時間が多
く必要ですから、他のことはなかなかでき
ません」
　本公演では、透明でクリアな音色と正確
なテクニック、洗練された音楽性をもった
逸材の“多感な今の姿”を、大いに堪能した
い。

レミ・ジュニエ（ピアノ）
Rémi Geniet

パリ国立音楽院でエンゲラーに学
び、エコール・ノルマル音楽院へ進ん
だ後、ボンの国際ベートーヴェン・ピ
アノ・コンクールで史上最年少入賞、
2013年のエリザベート王妃国際コ
ンクールでは第2位となった。これま
で、オールソップ、クリヴィヌ、デ・ワー
ルト、トレヴィーノらの指揮のもと、サ
ンクトペテルブルク・フィル、シンフォ
ニア・ヴァルソヴィア、ベルギー国立
管、KBS響などと共演し、ラ・ロック・
ダンテロン国際ピアノ音楽祭、モント
リオール・バッハ・フェスティバル、また
フランスの主要ホールなどで演奏。日
本では広島響（レヴィ指揮）や、関西
フィル（デュメイ指揮）と共演している。
2015年には、デビュー・アルバムとし
てオール・バッハのＣＤを発売。その
年の優れたＣＤに贈られるディアパゾ
ン・ドール・オブ・ザ・イヤー賞に輝いた。
2017年5月にはベートーヴェン・アル
バムをリリースした。

チケット販売中

ピアノ・エトワール・シリーズ	Vol.36
レミ・ジュニエ	ピアノ・リサイタル
2019年 1.12（土）15:00　彩の国さいたま芸術劇場 音楽ホール

［曲目］
J. S. バッハ：カプリッチョ 変ロ長調「最愛の兄の旅立ちに寄せて」 BWV 992
ベートーヴェン：ピアノ・ソナタ 第23番 へ短調 作品57「熱情」
ショパン：4つのマズルカ 作品17
ストラヴィンスキー：「ペトルーシュカ」からの3楽章
チケット（税込） 一般 正面席3,500円　バルコニー席2,500円
U-25*（バルコニー席対象）1,000円　メンバーズ 正面席3,200円
＊U-25チケットは公演時、25歳以下の方が対象です。入場時に身分証明書をご提示ください。

ピアノ・エトワール・シリーズ Vol.36

レミ・ジュニエ In t e r v i ew

共感する4作品で伝える等身大の自分
将来のピアノ界を担うスター（エトワール）となる新進ピアニストが、
意欲的なプログラムにチャレンジする「ピアノ・エトワール・シリーズ」に、
2013年エリザベート王妃国際コンクールに20歳で第2位に輝いたレミ・ジュニエが登場。
ロシア音楽を得意とし、ベートーヴェン作品の録音プロジェクトも進行中の
フランス人ピアニストが組んだプログラムは、彼が最も得意とするレパートリーの数々。
20代の今ならではのジュニエの感性を堪能したい。

取材・文◉柴田克彦（音楽ライター）　Photo◉宮川舞子
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キシブルで、何かを先に決めておくということもありません。もちろ
んそれは私たちが長いことデュオを組んでいて、お互いをよく知っ
ているからできることです。こう弾けば、相手がどう出るかわかりま
すし、お互いを信頼しているので、何が起こっても大丈夫という安心
感があります。それは私たちにとって重要なことです」

ベートーヴェンからケージまで	
多様なアプローチを楽しむプログラム

　このようにロシア、英国、ドイツ、フランスといったさまざまな音
楽文化に触れながら確固とした自分のスタイルを確立してきたイブ
ラギモヴァは、21世紀の音楽家として時代をリードしている。モダ
ンとピリオドを自在に行き来する先輩奏者としてはイザベル・ファウ
ストが挙げられるが、イブラギモヴァはファウストほどストイック
ではなく、より自由で柔軟性を持ち、時には生来の気の強さも覗かせ
る。
　モダン楽器でのオーケストラのソリストとしてはモーツァルトか
ら現代の作曲家まで（昨年のプロムスではノルウェーの作曲家ロル
フ・ヴァリーンのヴァイオリン協奏曲を世界初演）、リサイタルでは
ティベルギアンとともに主としてモーツァルト、ベートーヴェン、
シューベルトのソナタの全曲演奏に取り組んできて、これまで日本
でも演奏してきた。さらにピリオド楽器ではアカデミー・オブ・エン
シェント・ミュージックやアルカンジェロ等の古楽グループとバロッ
クや古典派のコンチェルトを弾き振りし、またキアロスクーロ・カル
テットではガット弦を使ったクラシカル・タイプの楽器で演奏してい
る。
　これまでイブラギモヴァとティベルギアンは、一人の作曲家また
はひとつの時代に焦点を当てるプログラムが多かったが、今回、彩の
国さいたま芸術劇場での演目は時代も作曲家も多岐にわたる。ベー
トーヴェンの比較的初期のヴァイオリン・ソナタ第3番、チェコの作
曲家ヤナーチェクのヴァイオリン・ソナタ、シューマンのヴァイオリ
ン・ソナタ第2番という本格ソナタ3曲の間に、ケージのアフォリズ
ム風の小品集《6つのメロディ》が挟まれるという珍しい構成だ。従
来とは一味違う意欲的なプログラムに期待したい。

M U S I C

アリーナ・イブラギモヴァ＆セドリック・ティベルギアン
デュオ・リサイタル
2019年 2.17（日）15:00　彩の国さいたま芸術劇場 音楽ホール

［出演］ アリーナ・イブラギモヴァ（ヴァイオリン）、
セドリック・ティベルギアン（ピアノ）

［曲目］ ベートーヴェン：ヴァイオリン・ソナタ 第3番 変ホ長調 作品12-3
ヤナーチェク：ヴァイオリン・ソナタ
ケージ：６つのメロディ
シューマン：ヴァイオリン・ソナタ 第2番 ニ短調 作品121

チケット（税込） 一般 正面席5,500円　バルコニー席4,500円
U-25＊（バルコニー席対象）2,000円／メンバーズ 正面席5,000円
＊U-25チケットは公演時、25歳以下の方が対象です。入場時に身分証明書をご提示ください。

チケット販売中

幅広いスタイルに触れ、確立した、イブラギモヴァ流スタイル

　アリーナ・イブラギモヴァは、真の意味でボーダーレスの現代社会
を象徴するヴァイオリニストといえるのではないだろうか。
　ロシア生まれ、父親はコントラバス奏者、母はヴァイオリン教師と
いう音楽一家に育ち、4歳でヴァイオリンを始めたという。5歳より
モスクワのグネーシン音楽学校に入学、いわゆるロシア・メソッドで
ヴァイオリンを学び始めたが、彼女が10歳の時、父親がロンドン交
響楽団のコントラバスの首席奏者として招かれ、英国へ移住。きっ
と、幼少よりとても多感で意志の強い性格だったと思うが、おそらく
その時期に渡英して、より広い演奏のスタイルに接していなかった
ならば、今の彼女は存在しないのではないかと想像する。
　英国移住後は、名門ユーディ・メニューイン音楽学校で同じくロ
シア・メソッドのナタリア・ボヤルスカヤに師事したが、やがて同メ
ソッドに飽き足らなくなり、学内演奏会でバッハの無伴奏作品をノ
ン・ヴィブラートで弾いて先生たちから冷ややかに見られたという。
今ほどモダン奏者の間でピリオド奏法が一般的になる前の話だ。
　そうした中で、2000年からはドイツで気鋭のヴァイオリニスト、
クリスティアン・テツラフにも師事。既存のメソッドにとらわれず自
分のスタイルを確立するという点で、彼の自由かつ妥協のないアプ
ローチからは多くを吸収したのではないだろうか。今のイブラギモ
ヴァの演奏はその影響を超えているが、一音一音の意味を曲のコン
テクストの中で掘り下げ、けっして惰性で弾いたり、単にきれいに弾
いたりしないという点ではテツラフと共通している。
　モダン・ヴァイオリン奏者としてのデビュー後も、演奏活動と並行
してロンドンの王立音楽大学（Royal College of Music）でバロック・
ヴァイオリンをエイドリアン・バターフィールドに師事、形だけのバ
ロック奏法ではなく、しっかり基礎からピリオド奏法を学んだ。その
音大時代に出会った仲間と結成したのが、ピリオド楽器の弦楽四重
奏団、キアロスクーロ・カルテットである。

言葉は必要ないティベルギアンとの音楽的対話

　一方、フランス人ピアニストのセドリック・ティベルギアンと出

会ったのは、2005〜07年に二人がそれぞれBBCニュー・ジェネ
レーション・アーティストという若手演奏家育成プログラムに所属し
ていた時に共演したのがきっかけ。たちまち意気投合し、コンビ歴は
13年に及ぶ。ティベルギアン自身も典型的なフランス・ピアニスト
ではなく、きわめて開かれた国際感覚を持ったヴィルトゥオーゾで

あり、丁々発止の音楽的対話によって刺激を与え合ってきた。以前イ
ブラギモヴァに話を聞いた時には二人のコンビについて次のように
語ってくれた。
　「私たちはリハーサルで弾く時も、言葉で何かを相談することはあ
りません。つねに、お互いの演奏へ反応する形で進み、すべてがフレ

アリーナ・イブラギモヴァ（ヴァイオリン）
Alina Ibragimova

バロック音楽から委嘱新作までピリオド楽器とモダン楽器の両方で演奏するアリーナ・イブラ
ギモヴァは、これまでに、ロンドン響、エイジ・オブ・エンライトメント管等と共演。最近の主な
協奏曲の共演で、ベルナルド・ハイティンク指揮ロンドン響とモーツァルト第3番を演奏。室
内楽でパートナーを組むセドリック・ティベルギアンとは、ウィグモア・ホール、モーツァルテウ
ム、ムジークフェライン等で演奏。2016年、大英帝国勲章MBEを授与される。

セドリック・ティベルギアン（ピアノ）
Cédric Tiberghien

セドリック・ティベルギアンは、カーネギー・ホール、シャンゼリゼ劇場、モーツァルテウム等に
登場。これまでにロンドン響、パリ管等と共演。2018年、ベルリン・フィル・デビュー、また
クルト・マズア等世界的指揮者と共演。リサイタルでは、ウィグモア・ホールの名誉あるマス
ター・シリーズに出演。1998年、ロン=ティボー国際コンクールで優勝、あわせて5つの特
別賞受賞。アリーナ・イブラギモヴァとは定期的にパートナーを組んでいる。

アリーナ・イブラギモヴァ &
セドリック・ティベルギアン

デュオ・リサイタル
アリーナ・イブラギモヴァ──モダンとピリオドを自在に奏でる21世紀のヴァイオリニスト

今もっとも注目を集めるヴァイオリニストのひとり、アリーナ・イブラギモヴァが、
10年以上デュオを組むピアノのセドリック・ティベルギアンとともに、彩の国さいたま芸術劇場にやってくる！
豊かな音楽性と圧倒的なテクニックを持つ彼女。その深く鋭い語り口を一度聴いたら、誰もがとりこになる。

イブラギモヴァならではの個性と魅力あふれる音楽はどのようにして生まれたのか、そのヒミツをご紹介しよう。

文◉後藤菜穂子（音楽ライター）

Photo◎Sussie Ahlburg

Photo◎Sussie Ahlburg

Photo◎Jean Baptiste Millot
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人類と共にある名曲 
人の記憶に残る演奏

　男として生まれたからには、人の記憶に
残る仕事がしたい──。
　清水和音はそう言って、口を結び、しっ
かりと目に力をこめた。いまから20年ほ
ど前の冬のことで、彼もまだ30代の終わり
だった。ベートーヴェンとラフマニノフを
弾いたリサイタルの後の、賑やかなおしゃ
べりのさなか、清水和音はさりげなく、改め
て決意を告げるように語った。
　いつも記憶に残る男たちの、譜面に記憶
された音楽を追い求めているのだから、そ
れはごく自然な、当たりまえのことなのだ
ろう。しかし、もしピアノを弾いていなかっ
たとしても、彼は同じことを思ったのでは
ないか。ピアノが先か、思いが先か、それは
わからないが、音楽とともに生きる人生を
歩むなかで、その確信がいやがうえにも強
まってきたことはおそらくほんとうだ。　
  「次代へ伝えたい名曲」のシリーズに登場
すると聞いて、私がまず思ったのはそのこ

とで、清水和音はいまも人の記憶に残る仕
事に挑み続けている。ベートーヴェンも、
シューマンもリストもみなそれを敢然と示
したばかりか、200年以上が経った現在も、
おそらくはずっと先までも、彼らの作品は
人類とともにあるだろう。それはなにより、
清水和音のようなピアニストが、相応しい
かたちで創作の内実をしっかりと伝えるか
らだ。そして、上手下手はともかくとして、
ピアノに触れる無数の人々の手のなかにい
くらずつかでも棲むからである。
　だからこそ、長年の聴き手として私が強
く望むのは、そうしたかけがえのない名曲
を、清水和音の演奏で、次代に伝えたい、と
いうことなのである。なぜなら、それはし
ごくまっとうなことだから。まっとうとい
うのは、できるかぎり作品に嘘を混ぜない
で、まっすぐに内実を見据え、それを余計
な修飾なしに音で体現するということであ
る。それは実際にはとても難しい仕事で、
そして際限がない。清水和音はそれを40
年近くも、聴衆の目前で続けてきたことに
なる。
　ベートーヴェン、リスト、シューマンは
彼の関心の中心的なレパートリーである。
ベートーヴェンは32曲のピアノ・ソナタ全
曲演奏会を1995年からの2年で敢行、そ
の鮮やかな成果はライヴ・レコーディング
にも刻まれて、いまも私たちの手もとにあ
る。リストのロ短調ソナタは、演奏家とし
ての本格的な活動を始める契機ともなった
ロン=ティボー国際コンクールでも弾いた
というから、20代のときから愛奏してきた

いわば勝負の曲でもある。シューマンにつ
いては愛するしかない、と清水和音はつね
づね言うが、その愛情は奏者自身の人間的
な成熟とともに、さらに慈しみをもって大
切に温められてきたものに違いない。
　さて、もう1曲は「バラード第1番」であ
る。ふつうなら、ここにショパンがくるの
が、清水和音のベスト・チョイスとして自然
だろう。しかし、ここではリストの前に、尾
高惇忠のバラード第1番が演奏される。こ
れはきわめて異例のことだ。清水和音が現
代曲に本格的に取り組むのは思いがけず、
意外ですらある。
　現代音楽なんて嫌いだし、みんなから嫌
われ放題で当然だ、とまで言い放つ清水和
音である。そもそも十二音技法で調性を手
放したこと自体が間違いで、転調をなくし
たら音楽なんてなんにも面白くない、とも。
そうして、彼というピアニストは自分の人
生を大切な作品だけに傾けてきた。
　よくよく聞けば、尾高さんとは30年来の
友人で、いっしょに釣りにも行ったし、とに
かく人間として大好きな人なのだと語る。
しかし、友人だからといって、積極的に同時
代の作品を採り上げたりなんてしない。特
別な機会あっての挑戦である。彼のピアノ
協奏曲を、尾高忠明の指揮で2年前に札響
と演奏したのが、現代の協奏曲を弾いた最
初だった。ところが、これが楽しい経験だっ
たというのだ。長年の経験上、いい演奏家
はいい人間ばかりだから、いい作曲家だっ
て作品と人物は一致しているはず――だか
らこれから弾いてみる、と清水和音は言っ

ていた。美しい音楽が響くだろう、と聴き
手としては楽しみにするばかりだ。

実演の場をともに生きた聴衆のうちに 
ピアニストは生き続ける

　作品は人々の記憶に残る。というより、
未来の手に託されている。作曲という営為
が、ベートーヴェンの堅い意志を通じて、当
代だけでなく、過去から未来へと響く音楽
の創造物と捉えられるようになって以降、
ロマン派や近代の多くの天才たちが、この
仕事に真剣に向き合ってきた。
　けれども、演奏家というのはそうではな
い。レコーディングに記録を留めるとして
も、それは演奏の全体ではなく、ごくかぎら
れた一部だ。演奏は第一に、人々が生きて
出会う空間にしか起こらない。記憶という
のは、まさにそこから刻まれる。作品が演
奏されなければ音楽として生きられないよ
うに、演奏家とその演奏は聴かれなければ、
人の記憶には入っていけない。
　ピアニストが記憶に残るのは、なにより
実演の場をともに生きた私たちのうちなの
である。そのさきは、ひとりひとりの記憶
であり、それぞれの人生にもかかってくる。
清水和音は長らく私の記憶に生きている
し、ありがたいことにその記憶にはいつも
近い続きがある。
　春の訪れのなかで、尾高惇忠のバラード
第1番もまた、くり返し愛奏される傑作と
ともに、新しい響きを聴き手の記憶に刻む
ことだろう。尾高さんのことが大好きだ、
という友人の厚い手を通じて。

M U S I C

チケット販売中

彩の国さいたま芸術劇場シリーズ企画
「次代へ伝えたい名曲」第14回
清水和音 ピアノ・リサイタル
2019年 2.24（日）15:00　彩の国さいたま芸術劇場 音楽ホール

［曲目］シューマン：こどもの情景 作品15
ベートーヴェン：ピアノ・ソナタ 第30番 ホ長調 作品109
尾高惇忠：ピアノのためのバラード 第1番
リスト：ピアノ・ソナタ ロ短調
チケット（税込） 一般 正面席4,000円　バルコニー席3,000円　
U-25＊（バルコニー席対象）1,500円 メンバーズ 正面席3,600円
＊U-25チケットは公演時、25歳以下の方が対象です。入場時に身分証明書をご提示ください。

公演関連企画
清水和音ピアノ公開レッスン聴講生募集！

［日時］12.16（日）15:00〜（18:00頃終了予定）
［会場］彩の国さいたま芸術劇場 音楽ホール ステージ上
［レッスン曲目］シューマン：《こどもの情景》より
グリーグ：《ピアノ協奏曲》より
ラヴェル：《鏡》《クープランの墓》より

［参加費］1,000円（当日、会場にてお支払いいただきます） ※2/24の本公演チケットをお持ちの方は無料

［定員］50名 （要事前申込・先着順） ※申込方法等詳細は財団HP、または下記までお問合せください。

［お問合わせ］彩の国さいたま芸術劇場（音楽担当） TEL：048-858-5506

清水和音
（ピアノ）

Kazune Shimizu

ジュネーヴ音楽院にて、ルイ・ヒルトブラン氏に師事。
1981年、弱冠20歳で、パリのロン=ティボー国際
コンクール・ピアノ部門優勝、あわせてリサイタル賞を
受賞した。これまでに、国内外の数々の著名オーケス
トラ・指揮者と共演し、広く活躍している。室内楽の
分野でも活躍し、共演者から厚い信頼を得ている。こ
れまでに多数のCDをリリース。ショパン、ベートーヴェ
ン、ラフマニノフなど幅広いレパートリーを誇り、日本を
代表するピアニストとして活躍中。

「次代へ伝えたい名曲」 第 1 4 回

清水和音  
ピアノ・リサイタル
日本のトップ・アーティストが「次の世代へ受け渡したい名曲」を選び、
演奏するシリーズ「次代へ伝えたい名曲」。
第14回は、日本を代表するピアニスト清水和音が登場する。
プログラムは、彼がピアニスト人生を通して取り組み続けているベートーヴェン、
リスト、シューマン、そして、清水の友人でもある尾高惇忠の作品だ。
音楽に真摯に向き合う清水。その姿勢にはある決意がこめられていた。

文◉青澤隆明（音楽評論家）　Photo◉Mana Miki
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イスラエル・ガルバン
『LA EDAD DE ORO－黄金時代』

10.27（土）・28（日） 彩の国さいたま芸術劇場 大ホール

埼玉会館ランチタイム・コンサート 第36回
NHK交響楽団メンバー＆梯 剛之（ピアノ） 
9.11（火） 埼玉会館 大ホール

ピアノ・エトワール・シリーズ Vol.35

ダニエル・シュー ピアノ・リサイタル
10.28（日） 彩の国さいたま芸術劇場 音楽ホール

NHK交響楽団
井上道義（指揮）  辻 彩奈（ヴァイオリン） 
10.6（土） 埼玉会館 大ホール

彩の国さいたま寄席  四季彩亭  
平成29年度彩の国落語大賞受賞者の会  

春風亭昇也
10.27（土） 彩の国さいたま芸術劇場 小ホール

ベルリン・フィル ブラス・トリオ
9.30（日） 彩の国さいたま芸術劇場 音楽ホール

アレクセイ・ゲラシメス 
パーカッション・リサイタル
11.4（日） 彩の国さいたま芸術劇場 小ホール

ヴァレリー・アファナシエフ ピアノ・リサイタル
10.13（土） 彩の国さいたま芸術劇場 音楽ホール

Photo◎Arnold GroeschelPhoto◎加藤英弘

Photo◎加藤英弘

Photo◎加藤英弘

Photo◎加藤英弘Photo◎加藤英弘

Photo◎加藤英弘Photo◎横田敦史

伝統的なスペイン舞踊をルーツとしながら、革新的な作品を次々と発
表している舞踊家イスラエル・ガルバン。フラメンコの現在を切り拓く
天才が、代表作『黄金時代』で来日した。素舞台の上は、ギター、カンテ

（歌）、ダンサーのみ。黒いシャツとズボンというシンプルな出で立ちの
ガルバンは、立っているだけでも、すごい存在感！　美しい手の動き、
ステップを踏む足さばき、全ての瞬間が絵になる驚異的な超絶技巧。体
はもちろん、歯（！）まで叩いて、リズムを奏で続けるスタイルにもびっ
くりさせられた。３人が役割をシャッフルするカーテンコールもチャー
ミング。圧倒的なパフォーマンスを見せつけられた。

お昼のひととき、ウィーンにゆかりのあるモーツァルト、シューベルト、
ショパン（彼もウィーンに滞在経験あり）という3人の作曲家の作品を
N響メンバー4人とピアニスト梯剛之の演奏で楽しんだ。ウィーンに留
学経験のあるヴァイオリン白井と、ウィーンに長年住んでいた梯のトー
クをはさみつつ、ピアノ四重奏曲、弦楽三重奏曲、ピアノ・ソロと多彩な
楽器編成の曲を、サロンのような親密な空気を感じさせながら演奏。メ
インはシューベルトのピアノ五重奏曲《ます》から第1、4楽章。優美な
弦楽器と絹のようになめらかなピアノの響きが見事にマッチした演奏
で、アンコールは同曲の第5楽章のフィナーレが演奏された。

新進気鋭のピアニストが意欲的な曲に挑む当シリーズ。シューが第1曲
目に選んだのはベートーヴェン《ピアノ・ソナタ第31番》という、最初
からメインディッシュのような気合十分のプログラム。そのベートー
ヴェンでシューは大家の風格すら漂わせ、歌曲を思わせる抒情性でも魅
せた。《シャコンヌ》はバッハの深遠さとブゾーニの華麗さが共存する演
奏で、クライマックスでは神々しさを感じさせた。後半は幻想曲2作が
中心となったプログラム。抑制を効かせたショパンに対して、シューが
この演奏会で最も弾きたいと願っていたシューマン《幻想曲》は詩情豊
かな演奏。彼の今後のさらなる活躍が楽しみになったリサイタルだった。

井上道義のプレトークから始まったN響演奏会。この日のコンサートマ
スター、ライナー・キュッヒルも参加して、2人の出会いやクライバーの
エピソードなど興味深い話を演奏前に楽しんだ。雷鳴のように激しく始
まった《ドン・ジョヴァンニ》序曲のあと、辻彩奈のソロによるモーツァ
ルト《協奏曲第5番「トルコ風」》は転調ごとに変わる音の表情がみずみ
ずしく、トルコ風の部分は鋭い音で対比を効かせた。ブラームス《交響
曲第4番》はキュッヒルのリードと内声の充実した動きが織りなす濃厚
な響きによる熱演。アンコールの《ピツィカート・ポルカ》では井上も演
奏に参加したり芝居をしたりで、客席は笑顔に包まれた。

秋の四季彩亭は、平成29年度彩の国落語大賞を受賞した春風亭昇也が
主役で二席を披露。二ツ目の受賞は林家たい平以来二人目という快挙
だ。『時そば』はテンポよくスピード感溢れ、『お見立て』は偶然2016
年のネタおろしも聴いていたが、すっかり自分のものにしたトリネタに
育て上げ驚いた。随所に工夫が光るゲストたい平『猫の災難』には観客
大満足。前座の春風亭昇咲『初天神』、新二ツ目の春風亭昇市『看板の一』
と二人とも昇也の弟弟子で、一門のお祝い感もあって嬉しい。さらにト
リネタの出囃子に昇也の師匠・春風亭昇太のデイビークロケットを選ん
だお囃子さんのシャレっ気にも、演芸好きの笑みがもれた。

ベルリン・フィル首席トランペット奏者ガボール・タルケヴィ率いる世界
最高峰オーケストラ・メンバーによる金管トリオ。抜群のテクニックと
輝かしく豊かな音色がホールに広がった。金管三重奏に編曲されたバッ
ハ《5つの小品》で軽やかに始まり、トロンボーンのイェスパー・ブスク・
ソレンセンのたどたどしい（？）日本語での挨拶に会場は和んだ。三重奏
以外にも、それぞれピアノ児嶋一江とのデュオで妙技を披露。ミッシェ
ル《組曲》第1曲では、トランペットは舞台中央、ホルンは下手舞台袖、
トロンボーンは上手客席で演奏し、音響的な仕掛けも面白かった。ター
ナー《バンデーラ》まで全10曲。鮮やかな演奏で聴衆を魅了した。

プロ・アマともに打楽器奏者に人気の《アスヴェンチュラス》を作曲家
本人が演奏するとあって会場は期待の熱気あふれ、特に若い聴衆が大勢
来場。その《アスヴェンチュラス》は超絶テクニックで圧巻。その後も
マリンバ、マラカス、ヴィブラフォンを時に踊るように演奏し、《ソウル・
オブ・ボトル》ではペットボトルが多彩な音を鳴らす“楽器”に変身。テー
プとスティックのための《バッド・タッチ》ではなんと演奏せず、見事な
パントマイムで会場を沸かせ、《ルボンB》は超難曲が簡単に思えるほど
痛快な演奏だった。アフタートークでは《アスヴェンチュラス》作曲に
まつわる話や、客席の質問に答えて奏法の奥義も披露してくれた。

鬼才ヴァレリー・アファナシエフの約20年振りとなる彩の国でのリサ
イタル。ステージを一歩一歩踏みしめてピアノに向かい、奏でるその姿
は、まさに孤高の芸術家。宙と対話するかのような長い休符、響きが消
えるまで延ばし続ける和音、など彼だけが知る作品の形を包み隠さず語
る、そんな演奏に客席は息を呑んで聴き入った。シューベルト《3つの
ピアノ曲（即興曲）》D 946は荒々しい響きで作品を切り刻むような辛
口の演奏。ベートーヴェン「テンペスト」の第1楽章冒頭での異次元の
響き、「熱情」では作品の厳しさをえぐり出す緊張感とその凄みに圧倒さ
れた。巨匠ならではの解釈と音が深く心に残るリサイタルだった。
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─────────────────────────
12.12（水）～16（日） 映像ホール  
『モリのいる場所』
（2018年／日本／99分）
［監督・脚本］沖田修一
［出演］山﨑 努、樹木希林、加瀬 亮、吉村界人、
光石 研、青木崇高、吹越 満、池谷のぶえ  ほか

©2017「モリのいる場所」製作委員会

彩の国シネマスタジオ
『あなたの旅立ち、綴ります』
映像ホール

10:30 / 14:30
10:30 / 14:30
10:30 / 14:30 / 18:00
10:30 / 14:30
10:30 / 14:30　☞ 詳細はP.21

彩の国シネマスタジオ
『ローズの秘密の頁

ページ

』
映像ホール

10:30 / 14:30
10:30 / 14:30
10:30 / 14:30
10:30 / 14:30 / 18:00
10:30 / 14:30　☞ 詳細はP.21

2018.12.1>>> 2019.2.15EVENT CALENDAR イベントカレンダー
お子様から楽しんでいただける公演です。
光の庭プロムナード・コンサートには年齢制限はありません。

＝彩の国さいたま芸術劇場 ＝埼玉会館大ホール 音楽ホール 映像ホール 情報プラザ小ホール 埼玉会館

15:00
15:00

13:00 / 17:00

7 埼玉会館ランチタイム・コンサート第37回
トルヴェール・クヮルテット
（サクソフォン四重奏）
with	小柳美奈子（ピアノ）	
埼玉会館 	大ホール		12:10

☞ 詳細はP.21

8
9

Opto
『optofile_touch』
小ホール
☞ 詳細はP.21

埼玉県舞踊協会
『ダンスセッション
2019』
大ホール
☞ 詳細はP.9

7
8

彩の国シネマスタジオ
『追憶』
埼玉会館 	小ホール

10:30 / 14:30 / 18:30
10:30 / 14:30 / 18:30　
☞ 詳細はP.21
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彩の国シネマスタジオ
『モリのいる場所』
映像ホール

10:30 / 14:30
10:30 / 14:30
10:30 / 14:30
10:30 / 14:30 / 18:00
10:30 / 14:30　☞ 詳細はP.21

彩の国シネマスタジオ
『ドリーム』
埼玉会館 	小ホール

10:30 / 14:30 / 18:30

☞ 詳細はP.21

彩の国シェイクスピア講座Vol.2
『ヘンリー五世』徹底勉強会3
講師：井出	新（日本シェイクスピア協会会長）

映像ホール 14:00〜16:00

彩の国シェイクスピア講座Vol.2
『ヘンリー五世』徹底勉強会4
講師：米谷郁子（清泉女子大学准教授）

映像ホール 14:00〜16:00

彩の国シェイクスピア講座Vol.2
『ヘンリー五世』徹底勉強会5
講師：松岡和子（翻訳家）
進行：河合祥一郎（東京大学教授）

映像ホール 14:00〜16:00
※予定枚数終了

劇場体験ツアー
大ホール

23日 11:00/13:30/15:30
24月・休 11:00/13:30/15:30
25火 11:00/13:30/15:30
26水 11:00/13:30/15:30
※お申込みは締め切りました。

─────────────────────────
12.25（火）  埼玉会館 	小ホール
『ドリーム』
（2016年／アメリカ／127分）
［監督］セオドア・メルフィ
［出演］タラジ・P・ヘンソン、オクタヴィア・スペンサー、
ジャネール・モネイ、ケビン・コスナー、キルスティン・ダンスト、
ジム・パーソンズ、マハーシャラ・アリ  ほか

─────────────────────────
2019年1.7（月）・ 8（火）  埼玉会館 	小ホール
『追憶』
（1973年／アメリカ／118分）
［監督］シドニー・ポラック
［出演］バーブラ・ストライサンド、ロバート・レッドフォード、
ブラッドフォード・ディルマン、パトリック・オニール、
ロイス・チャイルズ  ほか

©2017 Twentieth Century Fox 
Film Corporation

©1973 RASTAR PRODUCTIONS, 
INC. ALL RIGHTS RESERVED.

©2016 The Last Word, LLC.All 
Rights Reserved.

©2016 Secret Films Limited

─────────────────────────
2019年1.17（木）～21（月） 映像ホール  
『あなたの旅立ち、綴ります』
（2016年／アメリカ／108分）
［監督］マーク・ペリントン
［出演］シャーリー・マクレーン、アマンダ・セイフライド、
アン・ヘッシュ、トーマス・サドスキー、フィリップ・ベイカー・ホール、
トム・エヴェレット・スコット、アンジュエル・リー  ほか

─────────────────────────
2019年2.6（水）～10（日） 映像ホール  
『ローズの秘密の頁

ページ

』
（2016年／アイルランド／108分）
［監督・脚本］ジム・シェリダン
［出演］ルーニー・マーラ、ヴァネッサ・レッドグレイヴ、ジャック・レ
イナー、テオ・ジェームス、エリック・バナ  ほか

彩の国シネマスタジオ
【全席自由・各回入替制・整理券制】
大人1,000円  学生500円［入場時に学生証をご提示ください］
※料金は当日現金支払いのみ

C I N E M A

TICKETS チケット お子様から楽しんでいただける公演です。

＝埼玉会館＝彩の国さいたま芸術劇場大ホール 音楽ホール 埼玉会館小ホール

＊U-25チケットは公演時、25歳以下の方が対象です。入場時に身分証明書をご提示ください。

P L A Y
販売中
彩の国さいたま寄席　四季彩亭
柳亭市馬と新春若手落語会
2019年 1.19（土） 17:00  小ホール

［出演］柳亭市馬（ゲスト）、
春風亭百栄、林家たけ平、柳亭市楽 
チケット（税込） 全席指定 一般3,000円　
ゆうゆう割引（65歳以上・障がい者）2,000円
メンバーズ2,700円

販売中
彩の国シェイクスピア・シリーズ 第34弾
『ヘンリー五世』
☞ 詳細はP.4-5

D A N C E
予定枚数終了
Opto
『optofile_touch』
12.8（土）・9（日）15:00  小ホール

［演目］ ※上演順未定

『The Other You』クリスタル・パイト（演出・振付）
『Recall』ヴァツラフ・クネシュ（演出・振付）
『NEP and BAT』（新作）小㞍健太（演出・振付）／小出稚
子（作曲）

『media（仮）』（新作）湯浅永麻（演出・振付）
［出演］渡辺レイ、小㞍健太、湯浅永麻、
アンソニー・ロムルホ、フィリップ・スタニェック、
大石将紀（サクソフォン奏者）
チケット（税込） 全席指定 一般 前売 4,500円 ※当日券は+500円

U-25*（1公演10枚限定） 3,000円
［主催］Opto　［共催］公益財団法人埼玉県芸術文化振興財団

販売中
埼玉県舞踊協会
『ダンスセッション2019』
☞ 詳細はP.9　

販売中

子どもと大人のためのダンス
『日本昔ばなしのダンス』
☞ 詳細はP.10-11

発売日　一般 2019年1.19（土）　メンバーズ 1.12（土）

彩の国さいたま寄席　四季彩亭
古今亭志ん輔と精鋭落語家特選会
2019年 4.27（土） 14:00  小ホール

［出演］古今亭志ん輔（ゲスト）  ほか 
チケット（税込） 全席指定 一般3,000円　
ゆうゆう割引（65歳以上・障がい者）2,000円
メンバーズ2,700円

M U S I C
販売中
埼玉会館ランチタイム・コンサート第37回
トルヴェール・クヮルテット（サクソフォン四重奏）
with	小柳美奈子（ピアノ）
12.7（金） 12:10（終了予定13:00）
埼玉会館 	大ホール

［出演］須川展也（ソプラノ･サクソフォン）、
彦坂眞一郎（アルト・サクソフォン）、神保佳祐（テナー・サクソフォン）、
田中靖人（バリトン・サクソフォン）、小柳美奈子（ピアノ）

［曲目］ J. S. バッハ（須川展也編曲）：G線上のアリア
いずみたく（石川亮太編曲）：見上げてごらん夜の星を
石川亮太：ナポリ！ ナポリ！ ナポリ！　ほか

チケット（税込） 全席指定 1,000円

販売中
ピアノ・エトワール・シリーズVol.36	
レミ・ジュニエ	ピアノ・リサイタル
☞ 詳細はP.12-13

販売中

アリーナ・イブラギモヴァ＆セドリック・ティベルギアン
デュオ・リサイタル
☞ 詳細はP.14-15

販売中
彩の国さいたま芸術劇場シリーズ企画
「次代へ伝えたい名曲」第14回
清水和音	ピアノ・リサイタル
☞ 詳細はP.16-17

販売中

バッハ・コレギウム・ジャパン
J.	S.	バッハ《マタイ受難曲》
2019年4.13（土） 15:00  音楽ホール

［出演］鈴木雅明（指揮） 
キャロリン・サンプソン、松井亜希（ソプラノ）
ダミアン・ギヨン、クリント・ファン・デア・リンデ（アルト）
櫻田 亮（テノール：福音史家）
谷口洋介（テノール）
クリスティアン・イムラー、加耒徹（バス）
チケット（税込） 一般 正面席9,000円  バルコニー席8,000円　
U-25*（バルコニー席対象）3,000円  メンバーズ 正面席8,100円
※関連レクチャー開催予定　☞ 詳細はP.23

次頁へ続く
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光の庭プロムナード・コンサート
第103回	トワイライト・スペシャル
～聖なる夜に満ちる歌～
キャンドル・アート・ナイトとの共同開催で、光の
庭にキャンドルが灯る幻想的な雰囲気の中、オ
ルガンと歌とのアンサンブルをお楽しみいただき
ます。
情報プラザ 	17:00  

［出演］本田ひまわり（オルガン）、
日野祐希（ソプラノ）
［曲目］近藤	岳：サルヴェ・レジーナによる
パラフレーズ
J.	S.	バッハ：《マニフィカト》	BWV	243	
より	第2曲〈わが霊は喜びに沸けり〉
A.	アダン：クリスマス・キャロル「さやかに
星はきらめき」	ほか
※入場無料
※開演時間が通常と異なりますのでご注意ください。

光の庭プロムナード・コンサート
第104回	共鳴する音楽
情報プラザ 	14:00  

［出演］岩崎真実子（オルガン）、
田中智弥（ソプラノ）
［曲目］ヘンデル：オンブラ・マイ・フ
フランク：天使のパン
ヴァヴィロフ：カッチーニのアヴェ・マリア	
ほか
※入場無料

ピアノ・エトワール・シリーズ	Vol.36	
レミ・ジュニエ	ピアノ・リサイタル
音楽ホール 	15:00 

☞ 詳細はP.12-13

清水和音ピアノ公開レッスン
音楽ホール 	15:00  ※要事前申込 

☞ 詳細はP.16-17

17:00

18:30
13:30
13:30

13:30 / 18:30
休 演

13:30 / 18:30
13:30
13:30
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彩の国さいたま寄席	
四季彩亭
柳亭市馬と
新春若手落語会
小ホール 		
☞ 詳細はP.21

『ヘンリー五世』
スペシャルトークイベント
大ホール 12:00	※要事前申込

☞ 詳細はP.23

彩の国シェイクスピア・
シリーズ第34弾
『ヘンリー五世』
大ホール
☞ 詳細はP.4-5

20

27

オルガン・レクチャー（演奏付）
ポジティフ・オルガン＋α（アルファ）アン
サンブルの楽しみ
ヴァイオリンと奏でるロマンティックなバ
ロック！？
彩の国さいたま芸術劇場 大練習室　
13:00
※予定枚数終了 発売日　一般 12.2（日）　メンバーズ 12.1（土）

埼玉会館ランチタイム・コンサート第38回
東京交響楽団メンバーによる金管五重奏
2019年3.13（水） 12:10（終了予定13:00）
埼玉会館 	大ホール

［出演］澤田真人、松山 萌（トランペット）、
上間喜之（ホルン）、大馬直人（トロンボーン）、
渡辺 功（テューバ）

［曲目］
J. クラーク ： トランペット・ヴォランタリー（デンマーク王子の行進曲）
ミュージカル・メドレー
A. メンケン ： 映画 『アラジン』 より〈フレンド・ライク・ミー〉  ほか

チケット（税込） 全席指定 1,000円

※当日券販売予定
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（公財）埼玉県芸術文化振興財団は、演劇、ダンス、音楽を中心に、この劇場でしか見られない最高の作品を提供できるよう、作品づくりに努めています。
こうした財団の活動にご理解、ご支援をいただいているのがサポーター会員の皆様方です。（2018.11.15現在／一部未掲載）

お問合わせ	（公財）埼玉県芸術文化振興財団	サポーター会員担当		TEL.048-858-5507

サ ポ ー タ ー 会 員

I N F O R M AT I O N

㈱与野フードセンター／㈱亀屋／㈱松本商会／㈲香山壽夫建築研究所／埼玉新聞社／埼玉りそな銀行／㈱パシフィックアートセンター
㈱アサヒコミュニケーションズ／ FM	NACK5／カヤバ	 システム	 マシナリー㈱／㈱タムロン／㈱十万石ふくさや／森平舞台機構㈱
東芝エルティーエンジニアリング㈱／埼玉トヨタ自動車㈱／武蔵野銀行／浦和ロイヤルパインズホテル／アルピーノ村／国際照明㈱／埼玉スバル
㈱佐伯紙工所／㈱太陽商工／㈱しまむら／不動開発㈱／ビストロ	やま／埼玉縣信用金庫／㈱栗原運輸／彩の国ＳＰグループ／㈲プラネッツ／㈱デサン
セントラル自動車技研㈱／丸美屋食品工業㈱／ポラスグループ／ひがし歯科／埼玉トヨペット㈱／公認会計士	宮原敏夫事務所／㈱埼玉交通
サイデン化学㈱／アイル・コーポレーション㈱／旭ビル管理㈱／ヤマハサウンドシステム㈱／㈱エヌテックサービス／㈱クリーン工房
㈱つばめタクシー／㈱サンワックス／㈱綜合舞台／（一財）さいたま住宅検査センター／㈱国大グループホールディングス／オーガスアリーナ㈱
イープラス／六三四堂印刷㈱／（医）欅会	林整形外科／埼玉県整形外科医会／（医）山粋会	山﨑整形外科／サンケイリビング新聞社／㈱三和広告社
ショッパー／㈱松尾楽器商会／ JA埼玉県中央会／日本大学芸術学部／㈱川口自動車交通／㈱ホンダカーズ埼玉／ファミリーマートあすまや
㈲杉田電機／丸茂電機㈱／太平ビルサービス㈱さいたま支店／㈱片岡食品／㈱協栄／㈱ヨコハマタイヤジャパン／NTT東日本	埼玉事業部
㈱平和自動車／光陽オリエントジャパン㈱／さくらMusic	Offi		ce／クワバラ・パンぷキン／東和アークス㈱／テレビ埼玉／日本ピストンリング㈱
金井大道具㈱／国立大学法人	埼玉大学／㈱七越製菓／ビーンズ与野本町／㈱コマーム／㈱原一探偵事務所／川口信用金庫／青木信用金庫
㈱和幸楽器／大栄不動産㈱／相川宗一／㈱ハイデイ日高／浦和実業学園中学・高等学校／三井隆司／大和証券㈱／AGS㈱／ウォータースタンド㈱
㈱ワイイーシーソリューションズ／白神久吉／医療法人青木会／むさし証券／三菱UFJモルガン・スタンレー証券㈱／㈱シルバーデンタルラボラトリー
㈱エスポイント／藤信地所㈱／津田工業㈱／㈱積田電業社／ボートピア岡部・栗橋／中央税務会計事務所／㈱東京コーン紙製作所
トヨタカローラ埼玉㈱／放送大学埼玉学習センター／GARO	DAYHAPPY／㈱有村紙工／（医）たかだクリニック／SMBC日興証券㈱／㈱アステック
㈲加藤工業／㈱ジェイコムさいたま

M U S I C

TICKETS チケット

チケットセンター	0570-064-939
10:00～19:00（彩の国さいたま芸術劇場休館日を除く）
※一部の携帯電話、PHS、IP電話からは受付できません。

電話予約

窓口販売

※チケット代の他に、店頭発券手数料（チケット1枚につき120円）が必要です。
※コンビニ支払い後にチケット配送も承りますが、チケット代のほかに配送料
（配送1件につき400円）が必要です。

※チケット代の他に、店頭発券手数料（チケット1枚につき120円）が必要です。

登録のご住所へ無料配送メンバーズ

一　　般 【クレジットカード決済】
または【コンビニ支払い】 コンビニ発券

彩の国さいたま芸術劇場・埼玉会館窓口（10:00〜19:00）
で直接購入いただけます。電話予約したチケットの
引取もできます（メンバーズは登録のご住所への配送となります）。
※休館日をお確かめの上、ご来場ください。

メンバーズ

一　　般 【現金】または
【クレジットカード決済】

その場で
チケットを
お渡しします。
※手数料は
　かかりません。

【口座引落】

登録のご住所へ無料配送

SAFオンラインチケット
で、発売初日10:00から
公演前日23:59まで
受付いたします。

インターネット

チケット購入方法

【PC・携帯共通】
http://www.ticket.ne.jp/saf/

メンバーズ

一　　般 【クレジットカード決済】
または【コンビニ支払い】 コンビニ発券

【参加者募集】
バッハ・コレギウム・ジャパン　
J.	S.	バッハ《マタイ受難曲》公演関連企画

鈴木雅明による作品解説レクチャー
毎年恒例のバッハ・コレギウム・ジャパン（BCJ）彩の国公演、2019
年4月《マタイ受難曲》の公演に先立ち、関連企画としてBCJ音楽
監督の鈴木雅明による作品解説レクチャーを開催いたします。コンサートをより深く楽しむ
ための貴重な機会となることでしょう。本公演のチケットをお持ちの方は無料でご参加いた
だけます。定員に達し次第受付終了となりますので、是非お早めにお申込みください。

［日時］2019年4月6日（土） 13:00開講
［会場］彩の国さいたま芸術劇場 大練習室
［参加費］1,000円 ※2019年4月13日《マタイ受難曲》公演（詳細はP.21）のチケットをお持ちの方は無料

［申込方法］メールまたは往復はがき（往信面）に下記事項を記入のうえお申し込みください。
①氏名（ふりがな）　②郵便番号・住所　③電話番号　④メールアドレス　
⑤公演チケット購入者は座席番号
MAIL. music@saf.or.jp 件名に「BCJ 4/6レクチャー申込み」とご記載ください。
郵送. 〒338-8506 埼玉県さいたま市中央区上峰3-15-1
彩の国さいたま芸術劇場「BCJ 4/6レクチャー」 係宛
※定員（100名）に達した場合には、お申し込み受付を締め切ります。

［お問合わせ］彩の国さいたま芸術劇場 音楽担当 048-858-5506

彩の国シェイクスピア・シリーズ第34弾

『ヘンリー五世』
スペシャルトークイベント開催	＆	
追加公演決定！
彩の国シェイクスピア・シリーズ2代目芸術監督・吉
田鋼太郎による芸術監督就任後第2作『ヘンリー
五世』が2月8日に開幕いたします。公演に先駆け、演出・出演の吉田鋼太郎と主人公・
英国王ヘンリー五世を演じる松坂桃李さんのトークイベントの開催が決定しました。稽古、
本番、それぞれの思い――舞台への意気込みを語る言葉には、知られざる意外な一面!?
がのぞくかもしれません。開幕に向けて白熱する稽古場の様子など、臨場感溢れるトークに
ご期待ください。そして前売り好評につき追加公演も決定、この機会をお見逃しなく！

【参加者募集】
彩の国シェイクスピア・シリーズ第34弾『ヘンリー五世』
スペシャルトークイベント
吉田鋼太郎（彩の国シェイクスピア・シリーズ芸術監督）×
松坂桃李（主人公「ヘンリー五世」役）

［日時］2019年1月19日（土）12:00開演（13:00終演予定）
［会場］彩の国さいたま芸術劇場 大ホール
［定員］776名（入場無料・要事前申込・全席指定）
［申込方法］はがきに郵便番号・住所・氏名・フリガナ・会員番号（SAFメンバーズの方の
み）・希望人数（2名様まで）をご記入の上、ご郵送ください。
※応募者多数の場合は抽選となります（入場券の発送をもって抽選結果の発表に代えさせていただきます）。
※SAFメンバーズ優先枠を設けています。　※ご応募はお1人様1通まで（重複応募は無効）。

［申込締切］12月21日（金）必着
［申込先］〒338-8506　埼玉県さいたま市中央区上峰3-15-1
（公財）埼玉県芸術文化振興財団「1/19イベント入場募集」係
［お問合わせ］彩の国さいたま芸術劇場0570-064-939（休館日を除く10:00-19:00）

【追加公演】

発売日 【アンコール！Vol.8 1回券】  一般 2019年2.9（土）   メンバーズ 2.2（土）

発売日 【3公演セット券】  一般 2019年1.13（日）   メンバーズ 1.12（土）

2019年度ピアノ・エトワール・シリーズ	3公演セット券
アンコール！Vol.8	萩原麻未
Vol.37	ルーカス＆アルトゥール・ユッセン
Vol.38	ベアトリーチェ・ラナ
音楽ホール

［日時・曲目］
【アンコール！Vol.8 萩原麻未】

2019年6.16（日）15:00

【Vol.37 ルーカス＆アルトゥール・ユッセン】
2019年11.17（日）15:00

【Vol.38 ベアトリーチェ・ラナ】
2020年3.7（土）15:00

チケット（税込）

【3公演セット券】
一般・メンバーズ 正面席9,000円
バルコニー席7,500円／ U-25*（バルコニー席対象）3,000円

【各回】
一般 正面席3,500円　メンバーズ 正面席3,200円
バルコニー席2,500円／ U-25*（バルコニー席対象）1,000円

発売日 【2公演セット券】【Vol.2・1回券】  
一般 2019年1.19（土）   メンバーズ 1.12（土）

2019年度大塚直哉レクチャー・コンサート
オルガンとチェンバロで聴き比べるバッハの“平均律”
音楽ホール

【Vol.2】「フーガ」の苦しみと喜び
2019年 7.7（日）14:00

［出演］大塚直哉（ポジティフ・オルガン、チェンバロ、お話）、
若松夏美（バロック・ヴァイオリン）

［曲目］J. S. バッハ《平均律クラヴィーア曲集第1巻》より 
第11番から第17番、無伴奏ヴァイオリン・ソナタ第2番より

【Vol.3】“平均律 wohltemperiert”の謎
2020年 2.2（日）14:00

［出演］大塚直哉（ポジティフ・オルガン、チェンバロ、お話）
［曲目］J. S. バッハ《平均律クラヴィーア曲集第1巻》より 
第18番から第24番

チケット（税込）

【2公演セット券】全席指定  一般 ・メンバーズ 3,600円
【Vols.2-3】各回 全席指定  一般 ・メンバーズ 2,000円

※駐車台数に限りがありますので、ご来場の際はなるべく公共
交通機関をご利用ください。

〒338-8506		埼玉県さいたま市中央区上峰	3-15-1
電話：048-858-5500（代）　ファックス：048-858-5515
●電車でのアクセス
　JR埼京線与野本町駅（西口）下車		徒歩7分
●バスでのアクセス
　JR京浜東北線北浦和駅から西武バス大久保行き
　「彩の国さいたま芸術劇場入口」下車		徒歩2分

〒330-8518		埼玉県さいたま市浦和区高砂	3-1-4
電話：048-829-2471（代）　ファックス：048-829-2477
●電車でのアクセス
　JR宇都宮線・高崎線・京浜東北線・湘南新宿ライン
　浦和駅（西口）下車		徒歩6分

彩の国さいたま芸術劇場

埼玉会館

松坂桃李 吉田鋼太郎 鈴木雅明

年末年始の休業について
彩の国さいたま芸術劇場・埼玉会館の施設利用及びチケット販売について下記の通り休
業いたします。何卒ご了承くださいますようお願い申し上げます。

〈施設のスケジュール〉
◎彩の国さいたま芸術劇場・埼玉会館

12月28日（金）通常営業／12月29日（土）〜1月3日（木）休館／1月4日（金）通常営業
〈チケット販売〉
◎彩の国さいたま芸術劇場（窓口販売・電話受付）・埼玉会館（窓口受付）

12月28日（金）10:00~19:00 ／ 12月29日（土）〜1月3日（木）休館のため休業
／ 1月4日（金）10:00~19:00

◎インターネット販売【SAFオンラインチケット】24時間ご利用になれます
※12月27日（木）以降のお申し込みにおいて、お渡し方法【配送】でのご予約チケットは、1月4日（金）の発送となります。
※メンバーズ事務局（TEL:048-858-5507）につきましても、12月29日（土）〜 1月3日（木）は休業といたしますので、1月4日

（金）10時以降にお問い合わせください。

追加公演チケット発売日　一般 12.16（日）　メンバーズ 12.15（土）

彩の国シェイクスピア・シリーズ 第34弾
『ヘンリー五世』追加公演

2019年 2.11（月・祝） 18:30  大ホール
チケット（税込） 一般 S席9,500円  A席7,500円  B席5,500円
U-25*（B席対象）2,000円 ／ メンバーズ S席8,600円  A席6,800円  B席5,000円
＊U-25チケットは公演時、25歳以下の方が対象です。入場時に身分証明書をご提示ください。

チケット取扱い：SAFチケットセンター

ファミリー
レストラン

発売日　一般 12.8（土）

彩の国バリアフリーコンサート
2019年1.26（土） 14:30  小ホール  

［出演者］賛美音（フルート 渡辺奈津美、ピアノ 牧田清美、
パーカッション 荻原松美）、
スティールパンバンドPele（主宰 出口雅生）
チケット（税込） 
全席指定 一般 1,000円　障がい者割引500円

［主催］埼玉県障害者アートフェスティバル実行委員会
［共催］公益財団法人埼玉県芸術文化振興財団、
埼玉県障害者交流センター（社会福祉法人埼玉県社会福祉事業団）

［公演の内容・鑑賞に関するお問合わせ］
埼玉県福祉部障害者福祉推進課 048-830-3312



　今回は一歩外へ“はみだしちゃった”おは
なし。
　寄席は上席（1日から10日）、中席（毎月
11日から20日）、下席（毎月21日から30
日）で出演者が変わるが、10日間は同じ顔付け。が、「代演」
というものが存在している。先に予定に入った落語会や地
方のお仕事などを優先しつつ調整する。世知辛い世の中で
は許されないかもしれないが、独特の時間が流れる落語界
の中ではお許していただいている!?ようだ。
　ある日の池袋演芸場。三味線漫談の林家あずみさんの代
演が、昨年大名跡を襲名した立花家橘之助師匠。代演の連
絡がきちんと現場に通ってなくて、橘之助師のめくり（演
者の名前が書かれた札）を用意していないことが直前に判
明。プログラムもあずみさんのまま。芸人は名前が看板な
のだ。それを間違えたということである。緊張感漂う楽屋。
この日は大入り満員で、盛り上がるお客さん。僕は出番を
終えたばかりだったこともあり「姉さん、ここは一つ『あず
みでーす！』って出ちゃうってどうでしょう」と半分冗談
だが、もう半分は本気で言ってみた。今日のお客さんだっ
たら盛り上がるに違いないと思ったからだ。「そうね……
出てみようかしら」。なんと橘之助姉さんがのってきた。

　そして楽屋で即興の物真似が始まった。「なんだか似て
いるぞ！」楽屋も盛り上がる。姉さんが「めくりは、あず
みちゃんのままにしといて」。日々のルーティンから外れ
ると楽屋の温度も上がる。
　あずみさんの出囃子が鳴る。顔を隠しながら出て、ぱっ
と顔を出し座布団に座り「あずみでーーす!!  ▽〇※!!」
　もぉ、割れんばかりの拍手と笑い声。同じ三味線漫談の
大先輩が、後輩の真似をしているのだ。そして「え〜代演
でしてねぇ」という絶妙のタイミングで前座さんが「橘之
助」のめくりを出す。再び拍手。にっこり笑って袖の僕に
指でOKサイン。「あのねぇ、彦いっちゃんがやれっていう
からさぁ。もぉ、普段こういうことしないんですけどねぇ」
とぼやいて三味線を弾き始め最後にはきっちり「たぬき」※

で高座をおりた。
　この一体感は楽屋もお客さんも得した日だったなぁ。

※たぬき：先代立花家橘之助師が得意とした浮世節で、当代橘之助師も手掛けている
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 演劇担当 @Play_SAF
twitter 舞踊担当 @Dance_SAF
 音楽担当 @Music_SAF　

Facebook 彩の国さいたま芸術劇場 @saitamaartstheater
 埼玉会館 ＠saitamakaikan

Instagram	 埼玉会館 @saitamakaikan

www.saf.or.jp

文と写真◉林家彦いち

はやしや・ひこいち
1989年、林家木久蔵（現・木久扇）師匠
へ入門。2000年に若手落語家の登竜
門と呼ばれる『NHK新人演芸大賞落語部
門』で大賞を受賞。2002年に真打昇進、
全国各地で独演会を展開中。アウトドア派
として国内外の山や川を制覇中。第5回

芸人は
ピンチもシャレに


